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要約
愛媛大学教育学部附属幼稚園における保護者の，親と

しての発達的な変化について検討を行った。愛大附属幼

稚園では，「親育てプログラム」として，さまざまな試

みが行われている。そこで本研究では，１年間の間に保

護者の養育信念や養育態度がどのように変化したのか，

父親・母親の違いに焦点を当てて検討を行った。また，

家族システム論を援用し，父母間の相関についても縦断

的に検討した。さらに，附属幼稚園の活動や行事におい

て，保護者にとって有意義だと思われたものを取り上げ

ながら，親としての発達の様子を論じた。結果として，

父親と母親では育児にかかわる項目の縦断的な変化や有

意義だと評価した園の活動・行事に違いはあるものの，

第１回目の調査時よりも第２回目の調査時の方が，父母

間で育児において相関する項目が明らかに増えているこ

とがわかった。

問題
従来の親子関係にかかわる研究では，子どもに焦点が

当てられ，親は「子どもを育て，影響を与える存在」と

して扱われるのみであった。ところが近年，子どもに影

響を与えるだ
・ ・ ・

けの存在としての親という視点から，子

育てを担う親自身も成長・発達していく存在であるとい

う指摘やそれにかかわる研究が散見されるようになって

いる。例えば，柏木・若松（1994）では，親になるこ

とで柔軟性や自己抑制などが発達するということを明ら

かにしている。小野寺（2003）では，気質的な側面に

かかわる自己概念は親となっても変化が見られなかった

ものの，親としての役割意識の変化が見られることがわ

かった。

これらの研究に共通する結果として，父親と母親では

変化の程度ならびにそれにかかわる要因などが異なると

いうことも見逃せない。Terry（1991）によると，親に

なるという移行にかかわり，肯定的な感情のみをもつ父
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や保護者同士がよりよい影響を与え合えるようにするた

め，何が必要なのか検討を続けている。その結果，さま

ざまな独自の取り組み，附属幼稚園ならではの活動・行

事をこれまで行ってきた。しかしながら，それらの取り

組みが保護者にとってどのように評価されているのか，

さまざまな活動・行事の中でもとくに保護者にとって有

意義なものはどのようなものなのか，それはなぜなのか，

といった視点からの詳細な分析は行われていない。また，

それらの活動を通して，保護者に実際にどのような変化

があったのか，養育者としての発達は遂げているのか，

といった点も検討されていない。

以上のようなことから，本論文では，愛媛大学附属幼

稚園における保護者（父親および母親）を対象に，養育

者としての変化の姿を，父親と母親という違いも分析の

軸として取り入れながら，審らかにしていきたい。具体

的には，１. 父親・母親別に，附属幼稚園でのさまざま

な活動・行事を経験する前後で養育信念，子どもへの期

待，養育態度，省察傾向にどのような変化が見られるか

を検討すること，２. 父親と母親の養育信念，子どもへ

の期待，養育態度，省察傾向は相関関係にあるのかにつ

いて縦断的に探ること，３. 附属幼稚園ならではの活動・

行事について，保護者にとって有意義なものを調べるこ

との３点について研究を行うこととした。養育信念につ

いては「母性愛」信奉傾向（江上, 2005, 2007）を取り

上げ，その他，子どもへの発達期待（柏木・東, 1977），

養育態度（中道・中澤, 2003），子育てにおける省察（朴・

杉村, 2009）など，育児にかかわる多くの側面を変数と

して検討を行っていく。

方法
被調査者　愛媛大学教育学部附属幼稚園の保護者240

名（うち父親120名，母親120名）。有効回答数は父母の

データが第１回目の調査と第２回目の調査とも揃ってお

り，欠損値がない保護者としたため，夫婦120組となっ

た。父親の平均年齢は40.1歳（範囲：25-63, SD：5.51），

母親は36.8歳（範囲：25-46, SD：4.96），父親の就業形

態は常勤職が120名，母親の就業形態は常勤職が15名，

パートタイムが８名，無職が97名であった。父親の教

育歴は大学卒が65％，大学院卒が16％，高等学校卒が

９%，専門学校卒が３％であった。母親では，大学卒が

親に対して，母親は否定的な感情も併せもつということ

が報告されている。これは，未だに母親が“養育の主

体”であり，父親は“その協力者”であるという傾向の

あらわれであると解釈される。柏木・若松（1994）でも，

親としての成長が多く見られるのはいずれの側面でも母

親の方であるという。小野寺（2003）では，父母双方

がもつ役割意識に関して，男性は父親になってからも「父

親としての自分」の大きさは変わらず，「社会にかかわ

る自分」のみが大きくなり，その一方で女性は「母親と

しての自分」が大きくなり「社会にかかわる自分」が小

さくなっているという。

もっとも，Lamb（1975）の“父親の再発見”以来，

父親が子どもに与える影響についての研究も進展し，知

見として蓄積されてきており（例えば加藤・石井クンツ・

牧野・土谷, 2002; Lewis & Lamb, 2003），Parke（1996）

も父親のかかわり方の質や量が子どもの社会的な発達や

認知的な発達に与える影響の大きさについて述べている

が，とくに我が国では現実的に母親が育児の主体である

という印象は否めない。その一方で，「子どもともっと

かかわりたい」という父親も増えている（大野, 2008）

が，現実的に多忙な仕事状況下にいる多くの父親におい

ては，子どもとかかわる時間の捻出が不可能に近い。そ

してそれは，各家庭における夫婦間の努力だけで解決が

見込めるものでもない。我が国でいえば，労働条件の緩

和，福利厚生の充実などが社会全体として望まれるが，

それ以外でも，例えば子どもを中心とした地域社会との

かかわりに父親が出て行きやすいようにする，あるいは

幼稚園・保育園において，子どもの前で父親が活躍する

ことができる場を提供するなどという方策が想定される

のではないだろうか。また，母親も，育児というものは

父親ももちろん，地域社会や第三者とともに行うもので

あるという認識を持てるように促すことが必要ではない

か。

ところで，幼稚園は，子どもにとっても初めての集団

生活であると同時に保護者にとっても初めてのＰＴＡ活

動への参加の場となる。愛媛大学附属幼稚園では，ＰＴ

Ａ活動に対してその意義を感じながら積極的に参加する

保護者の割合が低下してきているとの懸念から，ＰＴＡ

活動を「親育ての場」として有効にとらえ，保護者が積

極的によりよく子どもたちにかかわるため，子ども同士
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りでき，その後の学級部会では，担任からの保育方針や

子どものかかわり方についての説明がなされる。

②親子作業　子どもたちの保育・教育が良い環境で行わ

れるよう，親子で片付けや掃除をする。子どもにそれら

の仕方を教える良い機会となり，保護者は自分たちが園

のためにしているという意識が高まる。

④参画週間　子どもたちの生活を肌で感じてもらう。一

度に大勢の保護者がかかわると子どもたちの遊びの様子

が変化するので，小グループに分かれていただき，お母

さん先生・お父さん先生として子どもにかかわる。グルー

プで前もって担任と相談をしての保育プランを持つ。４

月よりもかかわる子どもの人数が増えている。弁当を

持っての参画もできる。全体が降園した後，担任とその

かかわりの様子や保護者としての気付きを話し合う。

⑥夜のつどい　年長児が出店や活動を企画し，年中児・

年少児と協力して遊びを進めていく。活動の終盤では，

保護者の協力を得ながら，やぐらを囲み，花火と踊りを

楽しむなど，交流を行う。保護者はＰＴＡのつながり等

を通して，保護者同士の関係，子どもとの関係をはぐく

んでいく。

⑧附幼市　保護者の手作りの品や不用品のバザーを標記

の名前で呼んでいる。手作りの品は，附属小学校で必要

になる名札台紙などもある。手作り品は袋やエプロン，

ランチョンマット，ぬいぐるみなど多岐にわたっている。

収益金は，子どもが使う遊具・道具・教具や保護者が必

要とする物品の購入に充てている。保護者は，手作り品

を教え合いながら作っていた。

⑮食育参画日　保護者が，子どもの弁当作りや食育につ

いて考えるきっかけとする。栄養や食育について愛媛大

学教員の講話を聴く。（講話以前に食育に関する疑問や

子どもの食事に関する悩みなどを尋ねるアンケートを実

施している。）その後，親子で一緒に弁当を食べる。

⑯どんぐりの会　ＰＴＡ主催で行う会で保護者の趣味を

広げたり教養を高めたり，子育ての不安を話し合うと

いった，かわいいどんぐりが大木に育つのを夢見ながら

保護者が気軽に参加できる会である。

結果
記述統計　各尺度について，先行研究を参考に主成分

分析および因子分析を行った。その結果，「母性愛」信

45％，短大卒が24％，専門学校卒が11％，高等学校卒

が６％，大学院卒２％であった。子どもの数の平均は２

人（範囲：１‒５人）であった。対象となる子どもの平

均年齢は5.15歳（範囲：３‒６, SD：0.78）で，対象と

なる子どもの性別は男児が68名，女児が52名であった。

なお，これらの基礎データは第２回目の調査のものであ

る。

実施時期　第１回目の調査は2010年７月に行い，第

２回目の調査は2011年３月に行った。

手続き　愛媛大学教育学部附属幼稚園を通して，保護

者への協力を依頼し，各クラスの担任が質問紙を配布・

回収・管理した。なお，質問紙には無記名であること，

回答は強制ではないことなども明記している。

質問紙　質問紙は，父親と母親で内容的に同一のもの

を各回につき一部ずつ配布した。内容は，「母性愛」信

奉傾向尺度（江上, 2005, 2007），13項目からなるもので

５件法，親の養育態度尺度（中道・中澤, 2003），15項

目からなるもので５件法，子どもの発達期待尺度（柏木・

東, 1977），41項目からなるもので３件法，子育て省察

尺度（朴・杉村, 2009），32項目かなるもので５件法であっ

た。この他，年齢や就業形態・教育歴などのフェイスシー

ト項目，附属幼稚園での活動に対する認知（附属幼稚園

での活動・行事について「楽しかったもの」「保護者と

して意義があると感じたもの」について質問）にかかわ

る項目も含むものであった。

附属幼稚園の活動・行事　第１回目の調査と第２回目

の調査の間に実施された附属幼稚園の活動・行事は下記

の通りである。

①４月の参画日，②親子作業，③親子遠足，④参画週間，

⑤年長児お買い物ごっこ，⑥夜のつどい，⑦運動会，⑧

附幼市，⑨学芸会，⑩誕生会，⑪もちつきの会，⑫個人

懇談，⑬家庭訪問，⑭思い出試写会，⑮食育参画日，⑯

どんぐりの会，⑰始業式・終業式

これらのなかで説明が必要なものについては，以下に

詳しく述べていく。

①４月の参画日　子どもも保護者も新しい環境と不安を

抱えながら登園している。特に新入園児は不安でいっぱ

いである。その不安を和らげ，園生活に期待がもてるよ

う，保護者と子どもが一緒に遊ぶ時間を設定している。

保護者が子どもと同じ目線で園生活を見たり，楽しんだ
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て対応ありのt検定を行った。その結果について，t値を

Table１およびTable２にて示している。Table１およ

びTable２より，母親の方が変化したものが多いという

ことが分かった。具体的には，母親においては子どもへ

の発達期待が有意に低下していること，他者を通した省

察も有意に低下していることがわかった。また，親自身

に関する省察も低下している傾向が見られた。一方で父

親の場合は，子どもに関する省察が低下している傾向が

見られるのみであった。

相関係数　父親と母親とで，同じ尺度においてどれだ

奉傾向尺度と子どもの発達期待尺度は一次元性が確認さ

れ，親の養育態度尺度は「応答」と「統制」の２因子構

造，子育てにおける省察尺度では「親自身に関する省察」

と「子どもに関する省察」，「他者を通した省察」の３因

子構造が見出された。これらの結果に基づき，父親・母

親の別ならびに調査の回別に各尺度のCronbachのα係

数，平均値と標準偏差を算出し，Table１（父親）およ

びTable２（母親）に示した。

t検定　父親・母親別に調査時期（第１回目・第２回

目）による変化を見るため，それぞれの尺度得点におい

Table １　各尺度の記述統計量（父親）

　　第１回調査時 　　  第２回調査時 　　　　  α 　　　t値
「母性愛」信奉傾向 42.3（8.29） 42.8　（8.17） .90 t = ‒0.86
養育態度（応答） 30.1（3.44） 30.0　（3.57） .75 t = 0.31
養育態度（統制） 29.3（2.99） 28.9　（3.14） .77 t = 1.34
子どもへの発達期待 43.9（8.00） 43.2　（8.65） .92 t = 0.93
省察（親自身に関する） 39.0（5.46） 38.5　（5.41） .88 t = 1.37
省察（子どもに関する） 44.4（4.99） 43.7　（5.05） .88 t = 1.74+
省察（他者を通した） 37.8（7.33） 37.9　（7.54） .93 t = ‒0.31

 + p < .10
Table ２　各尺度の記述統計量（母親）

　　第１回調査時 　　  第２回調査時 　　　　 α 　　　t値
「母性愛」信奉傾向 43.2（9.62） 42.8（10.25） .94 t = 0.77
養育態度（応答） 31.0（3.52） 30.8　（3.10） .85 t = 0.69
養育態度（統制） 29.9（2.93） 29.9　（2.79） .63 t = ‒0.18
子どもへの発達期待 45.5（8.27） 44.3　（7.93） .89 t = 2.09*
省察（親自身に関する） 40.5（5.86） 39.7　（5.39） .89 t = 1.82+
省察（子どもに関する） 45.6（5.46） 45.1　（5.19） .88 t = 1.21
省察（他者を通した） 43.1（6.75） 41.9　（6.20） .88 t = 2.22*

 + p < .10, * p < .05

Table ３　父母間における各尺度の相関関係（１回目調査時）

「母性愛」 養育（応答） 養育（統制） 発達 省察 省察 省察
期待 （親自身） （子ども） （他者）

「母性愛」 .258**
養育（応答） .069
養育（統制） ‒.011
発達期待 .134
省察（親自身） .048
省察（子ども） .054
省察（他者） .042

** p < .01



愛媛大学教育学部附属幼稚園における養育者の発達

51

一方，母親では，第１回目の調査において「⑨学芸

会」（26%），「⑦運動会」（22%），「⑥夜のつどい」（18％）

の順で「楽しみにしている活動・行事」が挙げられていた。

そして実際に体験した後の第２回目の調査における「楽

しかった活動・行事」でも，「⑨学芸会」（22%），「⑦運

動会」（20%），「⑥夜のつどい」（18%）が挙げられていた。

また，１回目調査時の「保護者として意義があると感じ

る活動・行事」としては，「④参画週間」（45%）・「⑩誕

生会」（13%）の順で多かった。経験後の２回目調査時

でも，「④参画週間」（26%）・「⑩誕生会」（13%）の順

で多かった。これ以外に，「保護者として意義があると

感じるもの」としては３％程度しか挙げられていなかっ

た「⑯どんぐりの会」が，実際に体験した後には「保護

者として意義があると感じたもの」として6.8%も挙げ

られていたことがわかった。

考察
本論文の目的は，１. 父親・母親別に，附属幼稚園で

のさまざまな活動・行事を経験する前後で養育信念，子

どもへの発達期待，養育態度，省察傾向にどのような変

化が見られるかを検討すること，２. 父親と母親の養育

信念，子どもへの発達期待，養育態度，省察傾向は相関

関係にあるのかを縦断的に探ること，３. 附属幼稚園な

らではの活動・行事について，保護者にとって有意義な

ものを調べることの３点であった。以下に，調査結果よ

り考察できることを順に述べていく。

第１回目の調査と第２回目の調査での尺度得点の変化

については，父親ではほとんど見られなかった。附属幼

稚園では保護者も共に参加できるさまざまな行事・活動

けの相関がみられるか，相関係数を算出した。その結果

をTable３（１回目調査時）ならびにTable４（２回目

調査時）に示した。これらの結果より，１回目の調査

時と比較して２回目の調査時の方が，父親・母親間にお

ける相関関係が認められる尺度が増えるということが明

らかになった。具体的には，１回目の調査時では「母性

愛」信奉傾向のみが夫婦間で有意な正の相関関係にあっ

たが，２回目の調査時ではこれに加えて，子どもの発達

期待，親自身に関する省察においても有意な正の相関関

係が認められ，さらには子どもに関する省察と他者を通

しての省察においても有意傾向ではあるが相関関係が見

られることがわかった。

度数分布　父親・母親別に，各調査時における「楽し

みにしている（楽しかった）活動・行事」ならびに「保

護者として意義があると感じる（意義があると感じた）

活動・行事」の度数分布を調べた。第１回目の調査にお

いて，父親では「⑦運動会」（45%）が「楽しみにして

いる活動・行事」としてもっとも多く，以下，「⑥夜の

つどい」（18%），「⑨学芸会」（12%）と続く。実際にさ

まざまな活動や行事を体験した後の第２回目の調査にお

ける「楽しかった活動・行事」としては，「⑦運動会」（49%）

がもっとも多く，「⑥夜のつどい」（22%）が次に続く結

果となった。この２つの活動・行事でほぼ過半数を占め

ることとなった。「保護者として意義があると感じる活

動・行事」としては，第１回目調査時には「⑦運動会」

（12%），「⑫個人懇談」（12%）であった。これらが第２

回調査時における「保護者として意義があると感じた活

動・行事」では，「⑥夜のつどい」（12%），「⑦運動会」

（12%），となり，変化していることがわかった。

Table ４　父母間における各尺度の相関関係( ２回目調査時)

「母性愛」 養育（応答） 養育（統制） 発達 省察 省察 省察
期待 （親自身） （子ども） （他者）

「母性愛」 .364**
養育（応答） .089
養育（統制） .151
発達期待 .277**
省察（親自身） .231*
省察（子ども） .170+
省察（他者） .171+

+ p < .10, * p < .05, ** p < .01
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査においては，それに加えて子どもへの発達期待，省察

傾向なども相関しているということが明らかになったの

である。これには，附属幼稚園のさまざまな活動・行事

を通じて夫婦と子どもとで時間を共有したことで，その

経験の感想や話し合いなどから，夫婦間の考え方が一致

してきているという姿が推察されよう。これは，家族シ

ステム論（亀口, 1992）の観点からも，家族内での信念・

行動の作用過程として説明できるだろう。数井・無藤・

園田（1996）が主張する，家庭における親子関係や養

育のダイナミズムとも一致する結論である。附属幼稚園

の場合には，父親が常勤職，母親が専業主婦である夫婦

が多いことからも，夫婦で子どもの姿を観察したり，父

親・母親の区別なく子どもとかかわったりする機会を設

けている附属幼稚園の活動・行事は，日ごろ仕事に忙殺

されているだろう父親にとっては，とくに大変有意義で

あると考えられる。

そして附属幼稚園ならではの活動・行事については，

父親と母親における感想や考え方の違いが見られたとい

うことも意味深い結果だと言える。父親では「楽しみな

（楽しかった）」活動・行事と「保護者として有意義で

あると感じる（感じた）」活動・行事が同じ「⑦運動会」

であったが，母親では両者で挙げる活動・行事に違いが

あった。これには，現代では未だに父親では親としての

役目が「遊び相手としての役割」に偏りがちなこと，「主

たる養育者は母親である」という意識のあらわれである

ことなどが推測される（柏木, 2008）。これは，子育て

における省察傾向がいずれの側面でも，どの時期におい

ても，母親の方が高い方向にあるという結果とも関連す

ることである。それに加えて，「⑥夜のつどい」や「⑯

どんぐりの会」など，保護者の最初の予想以上に有意義

であると感じた活動・行事があったことも面白い。この

２つに共通する要素としては「子どもがそばにいる状況

下での保護者同士の交流」があるが，それがまさに保護

者が親として発達するために有意義なものであるという

ことが言えるだろう。実際に，自分の子だけではなく他

の子どもも含め，子どもは社会で育てるという実感を親

子ともどもが持てるような働きかけをしている子育て支

援施設も見られる（柏木, 2001）。愛媛大学附属幼稚園

での活動・行事も，そのような意図を有し，それが現実

的に保護者にとっても有効であることの示唆を得られた

が用意されており，それに参加している父親も多いが，

考え方や接し方の変化としてあらわれるほどにはその影

響力が見られなかったということだろう。一方，母親で

は，子どもへの発達期待が低下したうえに，他者を通し

た省察も低下している。発達期待の低下の要因としては，

単純に子どもが１回目調査時から２回目調査時までの間

に成長したという面と，附属幼稚園でのさまざまな活動・

行事を通じて，自分たち以外の他の子どもの姿や成長の

様子を目にすることで，一般的な子どもの発達にかかわ

る知識が向上したことなども想定されるであろう。他者

を通した省察については，朴・杉村（2009）によると，

子育てにおいて育児書や雑誌から情報を得たり，直接他

の親子の行為を目にしたり，会話を聞いたりすることに

よって自分の育児に活かす，また，子どもを育てている

親同士の交流を通して子育てに関する有用な情報を交換

し，子育てにおける様々な問題の解決を模索する，とい

うことのあらわれであるという。これが低下している点

については，第２回目調査時には時期的にすでにこのよ

うな省察を附属幼稚園での活動・行事を通してすでに

行っている（行っていた）ということの結果ではないか

と思われる。つまり，母親がこれらの省察を行うのは，

行事や活動に参加しているまさにそ
・ ・ ・ ・

のときであり，行事

や活動がすべて終了した３月時にはその傾向が落ち着い

ているというのが解釈として考えられることである。上

記のように，養育信念や省察傾向では，とくに母親にお

いては縦断的な変化は見られたものの，養育態度では父

親・母親ともに変化はまったく見られなかった。園とし

てさまざまな活動や行事を用意していても，やはり１年

弱という期間では，子どもへの接し方に作用するほどの

大きな影響力は有していないということだろうか。

次に特筆すべきこととして，父親と母親の養育信念や

子どもへの発達期待，養育態度，省察傾向などの相関に

ついて，興味深いことに，第１回目の調査時よりも第２

回目の調査時の方が，父母間で相関するものが明らかに

増えている。「母性愛」信奉傾向に関しては，構成され

る項目内容から概念としては性役割態度とも近似してい

るものであるため，夫婦間で一致している方が家族シス

テム的には望まれよう（Belsky & Kelly, 1995）。そのた

め，両調査時においても相関が認められるという結果は

想定されることでもあるだろう。しかし，第２回目の調
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本論文は，平成22年度教育学部長裁量経費による教

育・研究促進（教育・学術研究助成）からの助成を受け

た。課題名は「附属幼稚園における親の育児能力を伸ば

し促進させるプログラムの開発」（研究代表者・江上園子）

である。調査にご協力下さいました愛媛大学附属幼稚園

の保護者の方々と先生方に心より感謝申し上げます。

のではないだろうか。

課題としては，１年弱という短い間での変化しか見ら

れなかったということが挙げられる。附属幼稚園の活動・

行事は無論毎年行われるものであることから，入園時と

卒園時，その間に何度か調査を行い，データを収集する

ことで，附属幼稚園の活動・行事が保護者にもたらす意

味や意義を探ることができ，また保護者の養育者として

の発達もより鮮明に見られることだろう。
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